








その他のタイトル The Study of the Reform under Occupied Japan
and the Teacher Participation in School
Administration : Focusing on the Teacher's
Conference for Educational Research and the







































































Teachers' Meeting fo1' the 
Study of Education 
教育研究協議会
Teachers' Conference for 
Educational Research 
目的・機能 l・TheSchool teache1's' 1 7前文)学校教職員長は従来主1:i:一二、手語教職員会は従来学校長司
meeting will be held on 1して学校長司会のもとに行はれて1会の下に行はれ教育上の諸問題が
va1'ious occasions. but speciall窟り今後も *存続すべきものであJ研究協議せられ相当の成果と挙げ
attention will be paid to the 1 るが、教職員の創造的意欲を促進~ Iつ」あるので、あるが学校教育民主
following items f1'om the view 1 する見地からこれとは汚IJ 筒に学校~ I化促進の見地から之と別範に学校
point of its being a o1'gan (ofl長の協力機関として教育研究職員j長司会によらざる教職員の自主的
the Reeducation;手書きメモ) 1会を組織し教育上の問題を研究協 |な会合が作られ定期的に集会して
th1'ough the volunta1'Y 1議するやう勧嘆する。 I教育上の諸問題を研究協議するこ
coop巴1'ationof the teache1's 1 1とが望ましい。この教職員会を教
themse 1 ves. 1一、 研究会は各学校単位に設け|育研究協議会(以下協議会と略称
1新教育方針の徹底、教育内容及方1する)と称、しその運営に関しては
・TheSchool teachers' 1法の刷新充実を図ることを目的と |次の如き注意が必要である。
meeting at each school will belすること。 1
a meeting of study and 1 1二、協議会は各学校単位に設け教
discussion. the chief aim of 1 1職員自らに依る8らの再教育機関
which will be tho1'ough 1 1として新教育方針の徹底、教育内
practice of new educational 1 1容方法の刷新充実を図ることを白
policies and reform and 1 1的とすること。
1'eplenishment of subject 
matter 
校長の参加 1• Regard i ngthe o1'gan i zatlQlli t， 1扉究会にほ李校長は参加し
and sub-division of the schoollないのを原則とする
te，ヨchers' meet i ng， the 
selection of th巴 subjectsof 
the discussion 01' chairman. 
&h~ 仇 v 、，、 ~;~~1 "，;11 ~~"ハ・， 1 + 







to the c i rcumstances. 
-校長が参加する会議ノミターンを
例示
協議内容の 1.Principals a1'e to strive to 1八、 研究会はその研究協議した|九、協議否7王手夜蚕m耳元機関た
学校経営へ Iconductschool management 1事項を学校長に報告し、或は有益iるの本分に貝1)り研究協議せる所に
の反映 lafte1' taking into mature 1な提案をなし、その中特に重要な i基き学校長に報告し 、或は有誌な
consideration the opinions andlものは文部省に上申寸ること。 1提案をなし学校長は之を毒事重し
wishes of a majority of 1 1つ￥自らの資任と権威とを以て学
teache1's both within and I 1校の運営に当ること。
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き日本の教育家に彼らの分野における諸問題に対して助言と支援を行うことJで、あったと記され




90 13 Jという条件で 1947(昭和2)年5月に来日したグレアム (MacGr局aham)が、『学校図書館
の手引き』作成に尽力したことは知られているが2¥そのほかにも CIE関係だけで20人以上の














(1)中等教育の基本原理、 (2)学校職員 a.良い校長の特徴 b.良い教師の特徴 c.学校職員の民主的
紘織と機能、 (3)学校職員の研修、 (4)中等学校のガイダ、ンスフ。ログラム、 (5)生徒活動のプログラ
ム a.生徒会活動 b.クラブ活動 c.集会計画d.社会活動、 (6)学校プログラムの紙織 a.教育課程 b.
日課・選課 c.学級紙織、 (7)学校施設、 (8)学校一地域開の連携 a.PTA紙織 b.地域資源の活用
c.地域の中心としての中等学校、 (9)学校プログラムの評価、(10)専門職団体、の 10項目が挙げ






























東京都 協議会一言撤 36 
2 神奈川(横浜) /1 /1 41 
3 神奈川(藤沢) 1 1 32 
4 栃木 JI /1 63 
5 千葉 1 1 19 
6 奈良 1 1 27 
7 岡山 1 1 39 
8 神戸 1 1 37 
9 京都 /1 1 61 
10 日本 日本校長代表者委員会との協議 62 
















































































































































































1 現代の小学校教育 l 中学校の根本的性格 第l部現在の中等学校
2 小学校の教科課程 2 生徒の特徴 l 中学校・高等学校管理の基本原理
3 小学校の教育組織 3 教科課程 2 中学校・高等学校教育の目標と機能
4 異常児童の教育 4 教授方法と教育技術 3 優秀な中学校・高等学校の基準
5 小学校における指導 5 中学校生徒の指導 第2部校長職
6 児童の健j東 6 特殊教科活動 4 中等教育における校長の地位
7 学校と郷土社会 7 市民としての教育 5 民主的指導者・管理者 ・教育者とし
8 小学校事務の運営 8 学校の組織 ての校長
9 小学校の建築と設備 9 学校の職員 第3部組織と管理
10 真の指導者としての校長や 10 中学校の校舎 6 中学校 ・高等学校の組織と管理
指導主事 1 教授設備 7 学校事務所の組織、学校施設の管理
12 学校図書館 8 日課表
13 新制高等学校及び小学校と 第4部指導と生徒役員
のつながり 9 指導計画の組織と管理
14 学校と社会 10 特別教育計画の組織と管理
15 新制中学校の評価 第5部 学校における指導計画の改善
11 教科課程の構成および組織




























































1 ADMINISTRATION IS DERIVED 
FROM PURPOSES OF THE SECONDARY 
SCHOOL 
2 ORGANIZATION OF SECONDARY 
EDUCATION IN THE COMMUN1TY 
3 WHAT 1S EDUCATIONAL 
LEADERSHIP? 
4 ORGANIZATION OF THE SCHOOL 
STAFF AS A DEMOCRATICALLY 
FUNCTIONING UNIT 
ジョンソンの原稿 『管理の手引j] (刊行本)
Secondary Education Today 
1 Guiding Principles of 
Secondary Administration 
2Aims and Functions of Secondaryl2中学校・高等学校教育の目標と機
Education 1白を
3 The Criteria of a Good 
Secondary School 
The Principalship 
4 l~e Principal as Dernocratic 







5 THE PROGRAM OF THE SECONDARY 15 The Organization and 15民主的指導者・管理者・教育者と
SCHOOL IAdministration of a Secondary Iしての校長
6 ORGANIZING AND ADMINISTERING IOrganization and Management I第3部組織と管理
THE GUIDANCE PROGRAM 16 Administration and the Staff 16中学校・高等学校の組織と管理
7 STUDENT PARTICIPATION AND THEI;'c~~~~n~~~7~~~~~f~th= ~;h~~l 17学校事務所の組織、学校施設の管
IC肝 ice-Administrationof the I理STUDENT ACTIVITY PROGRAM I:::~L" ~~ "~'''..a~~LU_LV'' ~L C"，"  
IPlant I 
8 PROV1SION OF HEALTH SERVICES 18 The Daily Schedule 18 日課表
9 ORGANIZATION OF THE SCHOOL 
PROGRAM 
10 SUPERV1S10N OF TEACHING BY 




12 EVALUATION OF THE SCHOOL 
PROGRAM 
Guidance and Pupil Personnel 
9 Organization and 
Administration of the Guidance 
Program 
10 Organization and 
Adminisration of the Students 






























































?13 RELATIONSHIP OF THE 
14 THE SCHOOL PLANT 
15 EDUCATIONAL ACCOUNTING 
16 CONDUCT1NG THE BUS1NESS OF 
THE SECONDARY SCHOOL 
14 Supervision in the Secondary 
School 
Public Relations 
15 The Principal. the School， 
and the Community 
Appendix 1 -Administrative 
Code 
1. Principal -Board of 
Education and Superintendent 
2. Principal 
3. Principal -Administrative 
Assistants 
4. Principal -Teachers 
5. Principal -Janitors 
6. Principal -Visual Education 
7. Principal -Lunch Rooms 




















































教育課が 1949 年度(正確には 1949 年 1 月 1 日 ~1950 年 3 月 31 日)の中等教育計画の第ーに、
「中等学校の校長を対象に効率的かつ民主的な学校管理の原理と実践を習得させることJを掲げ
















































































4 向上論文 (169頁)、浦野東洋一「しごとと職場J (中内敏夫・川合章編『日本の教師』第3
巻、 1970年、 160頁)、高木英明「職員会議J(~教育経営事典』帝国地方行政学会、 1972 年、 454
頁)、中留武昭『戦後'判交経営の車j捌:と課題j (教育開発研究所、 1984年、 17頁)など。










8 拙稿「脱集権のための『民主的』主体形成の方法をめくoってJ~学習社会研究j 1巻、 2010年、
138頁。
9 渡i豊彰訳著『米国教育使節団報告書』目黒書底、 1947年、 62頁、 64"'65頁。
1 0 GHQ-SCAP文書の会議記録で確認された会合の開催日と出席者は以下の通り。①1946年8月 13
日 トレーナ一、玖村、②9月3日 トレーナ一、土井、上野、③9月 10日 トレー ナー 、
玖村、上野、寺西、④9月 17日 トレーナ一、エドミストン、玖村、上野、曽田、⑤9月 19日
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トレーナ一、エドミストン、玖村、上野、曽田、⑥9月 19日 トレーナ一、ハークネス、エド
ミストン、土井、日高、⑦9月初日 トレー ナ一、エド、ミストン、玖村、上野、③10月3日 ト
レーナー、エドミストン、玖村、寺西。
I1 トレーナーは教師クマルーフ。と校長との関係をより明確に示すよう担当者に指示し (Reportof 
Conference， 3 September， 1946， GHQ/SCAP文書(国立国会図書館所蔵)， Box. 5132/ CIE (A) 676)、
文部省側が新たに会の機能を「学校長の協力機関Jと規定する一文を付け足してきた際には、「我々
の関心は校長を構想外にすることにあったはず (ourcoηcern over keeping the principal out of 
the picture)j とクレームをつけるなどして (Reportof Conference， 17 September， 1946， 
GHQ/SCAP文書， Box. 5133/ CIE(A)679-2)、校長が参加しない制度設計へと誘導した。
I 2 Report of Conference， 19 September， 1946， GHQ/SCAP文書， Box. 5133/ CIE(A)679-1. 
1 3 i発学四三六号昭和二十一年九月十七日 発学四三六号文部省学校教育局長各地方長官
宛教育研究職員会新設に関する件j， i発学四三六号昭和二十一年月 日 文部省学校教
育局長各師範学校長各青年学校長殿 教職員の教育研究協議会新設に関する件J，“Teacher 
education 1945-1947" 斤θi刀orC011 ec tion (スタンフォード大学フーヴァー研究所所蔵)， Box 
53. FI¥OM The Director of the School Edllcation sllreau， the Edlleation Ministry. TO・
Prefeetural Governors， SUB]ECT On the Administration of the School Teachers' Meeting， 
“Teacher education Undated" . Trainor C011θction. Box 53. 
14 会議記録には、 「校長がドアの中に踏み込める (theschool principal had again got his foot 
in the door)j一文があったために、 トレーナーは修正するよう助言し、玖村課長は即座に応じ
たのとの記載が残されている。恥portof Conference， 30ctober， 1946， GHQ/SCAP文書， Box.5133/ 
CIE (A) 683. 
I 5 ["座談会 学校経営の前進のためにJ ~学校経営』第 2巻 9 号、 1957 年 9 月、 32 頁。 雑誌掲
載時の上野は、初等教育課長の職にあった。
16 西成田豊前掲論文、 206-----209頁口








1 9 Fina1. Report， GHQ/SCAP文書， Box.5359/ CIE(A)2963， p.1. ただし、理由ははっきりしな
いが、実際の滞在日程は 50日に短縮されている。
20 ]oseph C. Trainor， Educationa1 Reform in Occupied Japa刀， Meisei University Press， 1983， 
p.214. 
21 根本彰「占領初期における米国図書館関係者来日の背景J~図書館学会年報』第 45 巻第 1 号、
1999年、 9'"'-'10頁。
2 2 竹前栄治 ~GHQ の人びと』明石書活、 2002 年、 228'"'-'230 頁。
23 “College & Alumni Notes" ， TEAu任Y?SCOLLECE RECa倍。( vol.40， No.3， 1938， p.257. ジ
ョンソンの出発時に報じられた記事によれば、 Ed. D.の学位を取得・したのはコロンビア大学ティ
ーチャーズ・カレッジ、訪問時はテナフリィ高校の校長と、ティーチャーズ・カレッジの講師を
務めていた (REPlIBLICAN附TCf!JAN， MONTICELLD， 応WYORK， Apr i 1. 2 1948， Page 9)。
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24 Report of Conference， 5 March， 1948， GHQ/SCAP文書， Box. 5138/ CIE(C)433. 
25 Report of Conference， 17 March， 1948， GHQ/SCAP文書， Box. 5138/ CIE(C) 439. 
26 Report of Conference， 2 April， 1948， GHQ/SCAP文書， Box.5138/ CIE(C)444.選出された
委員については、文部省初等中等教育局『中学校・高等学校管理の手引~ (1950年)の 「この手
引の編さん委員J1 ~ 3頁を参照。
27 Report of Conference， 13 April， 1948， GHQ/SCAP文書， Box. 5138/ CIE (C) 445. 
28 Conference Report， Education Division-Johnson， 27 April. 1948， GHQ/SCAP文書，
Box.5359/ CIE (A) 2965. 
29 Final Report， p. 4. 次の引用も同報告書4~7 頁より 。
:30 Conference Report， Education Di vision-Johnson， 22 May， 1948， GHQ/SCAP文書， Box. 5359/ 
CIE (A) 2965. 
:3 1 Conference Report， Education Di vision-Johnson， 1 May， 1948， GHQ/SCAP文書， Box. 5359/ 
CIE (A) 2965. 
32 Weekly Report， 3-9 May 1949， FROM: D~ Burt Johnson， Special Consultant TO: Chie~ 
Education Division， 15 May 1948， GHQ/SCAP文書， Box. 5359/ CIE (A) 2965. 
33 Final Report， p. 8-10. 









35 r学校教育法第二十八条を再確認JW時事通信 内外教育版』第79号、 1948年4月22日、 188
頁。!日第28条は校長の校務掌理権に関する条文。
36 Report of Conference， 16 April， 1948， GHQ/SCAP文書， Box. 5138/ CIE(C)449. なお文部省
より再提出された通牒案について協議した5月25日付け会議記録には、通牒の内容が「校長の法
的権限と女性教員の地位、 『児童生徒の自主的』活動中にも教員が同席すべきことについてJと
要約されており、教育研究協議会の言及はない (Reportof Conference， 25 May， 1948， GHQ/SCAP 




:38 John Dewey，“Democracy and Educational Administration" ， Planning andωanging， Vol. 22， 
No.3/4， 1991， p.139.初出は、 1937年に刊行されたNBA教育長部門の公式レポート。
39デューイはこの目、教育長部門の名誉会員を授与された(“AcceptanceSpeech" ， Edited by 
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4 J Harry Wray，“Atti tudes among Education Di vision Staff during the Occupation of ]apan" ， 
M仏IZANREηEWOFA雌究fαNSTUD1E5， Vo1.19(2)， 1997， pp.122-123. 




44 Lynn G. Beck and Wil1iam Foster，“Administration and Community: Considering Challenges， 
Exploring Possibilities" ， Edited by Joseph Murphy & Karen Seashore Louis， ~机ιBωIf( OF 
RESl;i1RCH ON Educationa1 AdJ刀'inistration(21d Edition)， LOSSEY-BASS， 1999， p. 344. 
45 Lloyd V. Manwiller丸， “Democracy in Adrπmi旧IInistr内司ation:Only an Illusion" ， Educatioα/刀]a1
Admi刀istratio刀 andSu.ρθ'rvi.幻 Olαf刀7，Vol. 40 (7)， 1954， pp.414-419. 
4 6 文部省『新しい中学校の手引~ 1949年、 2頁。
4 7 I~eport of Conference， 8 August， 1947， GHQ/SCAP文書， Box. 5136/ CIE(C) 370. 文部省『わ刊j
学校経営の手号引I~ 1ω94ω9年、 4"-'5頁。このときの会議の様子については、手引書作成委員会を担
当した武田一郎も詳しく記している(武田一郎『学級・学校経営の諸問題』牧書応、 1949年、 191









49文部省職員による校正が翌年3月末に行われたのちも(WEEKLYREPORT of Secondary Education 
8ranch 24 March， 1949， GHQ/SCAP文書， Box.5753/ CIE(C)4863)、英文テキストの仕上げの作
業が念入りに行われ、完成は 1950年6月にまでずれこんでいる (WEEKLYREPORT of Secondary 
Education Branch 22 June， 1950， GHQ/SCAP文書， Box.5753/ CIE(C)4866) . 
5υWeekly Report of Education Division for Week Ending 25 ]une， 1948， GHQ/SCAP文書，









5 1 Weekly Report from 6 January 1949 SECONDARY EDUCATION UNIT， GHQ/SCAP文書， Box. 5753/ 
CIE(C) 4863. 
52 MEMORAND山ITO: Mr. Burt ]ohnson， FROM: Secondary Education Group， 23 March， 1948， 
GHQ/SCAlコ文書， Box.5749/ CIE(B) 6535. 
53 Conference Reports， Education Division-Johnson， GHQ/SCAP文書， Box.5359/ 
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CIE (A) 2963-2965. 
54 Final Report， p. 1. 
55 WEEKLY REPORT from SECONDARY EDUCATION UNIT 14 October 1948， GHQ/SCAIコ文書， sox. 5753/ 
CIE (C) 4855. 
56 Report of Conference， 22 May， 1948， GHQ/SCAIコ文書， sox.5363/ CIE(D) 1788. 
57 文部省学校教育局『新制中学校・新制高等学校 望ましい運営の指針』教育問題調査所、 1949
年、 1頁、21頁、 27頁、 32頁、 40頁、 53頁、 96頁、 112頁、 131頁、 144頁、 157頁。そのほか
1948年発刊の『新制中学校新制高等学校教職員1刻哉教育の手引』、 1950年発刊の『新制中学校・
高等学校指導主事の職務』の推薦参考図書の一覧にも、『管理の手引』は加えられている。
58 Weekly Report of Education Division for Week Ending 5 August 1948， GHQ/SCAP文書，
ßo~ 5392/ CIE(C) 1898. 
5 9 Weekly Report of Education Di vision for Week Ending 7 Oct 1948， GHQ/SCAP文書， sox. 5392/ 
CIE (C) 1903. 
60 Weekly Report from 6 January 1949 SECOゆARYEDUCATION UNIT， GHQ/SCAP文書， Box. 5753/ 
CIE (C) 4863. 
6 I Report of Conference， 14 January， 1949， GHQ/SCAP文書， Box.5142/ CIE(D)287. 東京開
催の協議会には、関東地方と長野、山梨、静岡から 500人の校長が参加した(Reportof Conference， 
31 January， 1949， GHQ/SCAP文書， sox.5142/ CIE(D)289)。
6 ~昭和二十五年度教育指導者講習会編「第五@教育指導者講習研究収録 X(1) 小学校管理及び、
指導j、「第六回教育指導者講習研究収録X(2) 小学校管理及び、指導J、「同XII 中等学校管理及
び指導j。
63 千葉県教育庁指導課編「研究集会録学校管理(附学校評価基準案)J 1951年3月、 10頁。
64 前掲注8の拙稿を参照されたい。
65 “Secondary education 1946-1950" ，乃-ainorC011θctiofl， Box 50. 
66 MEMO TO: Mr. Orr・Chiefof Education Division， Cl&E Section， RROM: Mr. Carpenter， ~仕.
Osborne， and Mr. McGrail， 26 July 1948， Edited by Gary H. Tsuchimoto， ED~αTIONAL REFORAf 









68 From: OCT、TeacherEducation， To: Chief， Education Di vision， Subject: Report of Progress， 
9 October 46，“Teacher education" ， Trainor Co11θction， Box 53. 
6 9 Wal ter Humes，‘'The Diseourses of Educational Management" ， Journa1 of Educationa1 
Enquil汎 Vol.1(1)，2000， pp.42-43. カリキュラム改革とアカウンタビリティ政策の推進のため
に推奨される Participation論と教師の自律性とは、背反せざるを得ない定めにある。
70 Report of Conference， 14 January， 1949， GHQ/SCAP文書， sox.5142/ CIE(D) 287. 
I I 西成田豊前掲論文、 218"'-'21頁。 1949年の同法改正により労働協約の自動延長が認められな
くなったことが、経営者側の巻き返しの契機となったのだとしづ。
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